お盆 だとい うのに ォレの ゥチの 食い物 は 茄子の 皮の 

雑炊 だと さ。 あまり 山盛りで 鼻の さき を 焼いた とさ。 

というわけだ。 自分 を わざと わるく いやらしく 表現し 

て 笑わせて よろこぶ 気風で ある。 

新潟巿 だけの 特例 だが、 冬になる と 「湯 づけ」 とい 

う もの をた ベ る。 冷 飯 を 湯で さッと 煮て タク アン ぐら 

ぃをォ カズに カリカリ ゾロゾ 口と すする。 まことに ど 

う も 哀れ 惨た る 食べ物で、 腹が あたたまる からと 称す 

る けれども 実は それが 雪国の 貧し さの 象徴と でも 申し 

たいような もの だ。 何の 風味 もない。 これ を 越後 人 は 

自嘲して 「沼垂 までく ると 信 濃^の 向う から 湯 づけの 



男子に 当てはめ、 男の子が 屋外で 泥んこに 遊ぶ ような 

の は 悪事 だと すら 考え、 屋外で 遊びたがる 子 は 末お そ 

ろしき 子 だ ぐらい に 考える 気風が あるの だ。 

先日 私が 久しぶりに 新 潟へ 行って みたら、 私の 学ん 

だ 小学校 はま だ 昔 そのままで、 相 変らず 屋外に 運動場 

のない 姿であった。 子供の ために 屋外 運動場 を 新設し 

て やろうと いうよう な 雄々 しい 考え を 一 一人 や 三人 考え 

て も 多くの 巿 民が 相手に しないであろう こと は 明らか 

で 「そんげ な もん、 いらね わ」 (そんな もの、 いらない 

よ) と オト トもォ 力 力 も 軽く かたづけて しまう こと は 

明白な の だ。 



先刻 湯 づけの 話 を 書いた が、 誤解 のない ように 書き 

添える が、 新 潟 は 古来 遊ぶ 町 だから、 独特のう まい 食 

ベ 物 は 非常に 多 いとこ ろ だ。 特に 冬向きの ものに 多い。 

北海道の 「鮭ず し」 は 元来 新 潟の もので (北海道 は 新 

潟 人の 出稼ぎ 人が 最も 多く 土着した) 似た ような 「鮎 

ずし」 も あり、 海の 魚 も 川の 魚 も 美味 だが、 土地の 魚 

は 多く はとれ ない ので 一 般用 はよ その 魚 かも 知れない。 

ソバも 菓子 も わるくない。 独特な のに 白砂糖 をつ けて 

たべる 「オヤ キ」 というの が あるが 塩 ァズキ だから 冬 

でも 一日し かもたない。 冬 以外 はっくれ ない。 この 塩 

ァズキ に 砂糖 をつ ける 味が 独特で、 不便 を 承知で、 ぜっ 



たいに ァズキ と 砂糖 を 一 しょに 煮ない ところが この 土 

地の 良さ、 よく 味覚 を 知っている ところと 云える だろ 

う。 その 点 は 良心的な 町 柄で ある。 
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